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01−会社概要
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商 号 日本ラッド株式会社

資 本 金 12億3,948万円

代 表 者 大塚 隆之

設 立 1971年6月7日

所 在 地
〒105-0001
東京都港区虎ノ門2-2-5 共同通信会館ビル7F

連 絡 先 03-5574-7800

従 業 員 数 313名 ※2024年4月1日現在

事 業 内 容

エンタープライズ製品の導入コンサルティングから開発、運用、保守、AI

製品の開発に加え、製造業向けDX事業を中核にIoT製品の導入コンサル
ティングから開発、運用、保守等幅広く展開。



02−事業内容
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エンタープライズ
ソリューション事業

各種システムの受託開発および導入コンサル

ティング、各種アプリケーションの開発支援、

AIソリューション提案、ビッグデータ解析の

構築支援等を行う。

IoTインテグレーション事業

プラットフォーム・ソリューション開発、

ハードウェアを起点としたシステム製品の

開発・販売、組込み系システムの受託開発、

エッジAI開発等を行う。

61.1%

売上構成比率

38.9%

売上構成比率

IT分野における

顧客企業の

ホームドクター

Since 1971
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決算サマリー（第2四半期累計）

依然として旺盛な顧客のソフトウェア開発ニーズへの重点対応と製造業DXにおいてのきめ細かい提案を行い

■ 大口顧客での先期からの継続開発ニーズに機動的に対応し前年同期比では増収

■ 人件費・外注費を中心にコスト増要因重なり、DXでの向上みられるものの前期比減収

5Ø2024 жАЖᶴ꜠ᵓּז

エンタープライズソリューション事業

前年同期比 +1.0%

前期の嵩上げ要因となった大口顧客案件に対しての人員集
中投下とDX・AIプロダクトへの開発要員転換等で前期比微
増となった

11.90億円

IoTインテグレーション事業

売上高

前年同期比 +6.1%

エンタープライズ事業を中心に前期大口顧客での集

中開発案件が継続、DX事業においても新規・継続

ともに伸長、メディカル事業も好調に推移し増収

19.41億円

営業利益

前年同期比 △6.7%

物価高・人材採用コストの増大を受ける形での賃金

上昇と外注費上昇の影響を継続案件としては吸収し

きれない形で前期比減益となった

1.14億円

前年同期比 +14.4% 7.56億円

ライセンス商流については安定的に推移（やや上期偏重）、
製造業DX事業は新規・継続ともに案件数拡大、メディカル
事業においても大口案件が好調に推移した
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損益計算書（P/L ）

͍ʾ ͎◌ ṍρϜτ Ϥ Ϋψ τᶈ ʺ◌ ṍ τνΜοψ׃ ͍◌ ṍψ ṍΥ

ζχ ϢϤχἣׇπԁⱲ τᶈ ΰθֲốπᾚ׃ρσμοΜϥΥʺ χἱΰπΚμθ

ⱫЕйрЖψʺӢ ρΰοЩЕЭХР˔πψΚϥΥ ṍΤϣᵠ ΰοΜϘβ

ˢ ᶛ  : דˣ 2024 3Ὦṍ 2025 3Ὦṍ
ṍ

1◌ ṍ 2◌ ṍ 3◌ ṍ 4◌ ṍ ṍ 1◌ ṍ 2◌ ṍ

売上高 937 893 1,060 1,094 3,984 943 998 11.8%

営業利益 80 41 61 82 266 53 60 43.7%

経常利益 132 43 62 83 321 118 61 43.6%

親会社株主に帰属する
当期純利益

109 37 52 127 327 78 46 23.8%
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売上高・営業利益の四半期推移

ˢ ˣד

◌ ṍπχ ψṍϬ Ξέρτᶈ ΰοΣϤʺ μο◌ ṍ ϜЦ˔Іжϱрρΰοψΰ׃

ΰοΜϥʻ ṍτνΜοψ ͍◌ ṍρ ͐◌ ṍχ ԍϜΚϤΩ‰׃ρσϤ ṍϜ ṍ

ᶓπψϞϞᾚ ρσμοΜϥΥʺᶆ◌ ṍτΣΜο⁷ⱫᴟπΦϥṁ ψ οΦοΜϘβ

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期
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セグメント別状況

ˢ ˣד 2024 3Ὦṍ
2◌ ṍ

ˢ͏уὮḧˣ

2025 3Ὦṍ
2◌ ṍ

ˢ͏уὮḧˣ
ṍ

2024 3Ὦṍ
2◌ ṍ
ˢ ὓˣ

2025 3Ὦṍ
2◌ ṍ
ˢ ὓˣ

ṍ

‰
 
ˢ%ˣ

‰
 
ˢ%ˣ

‰ ˢ%ˣ ‰
 
ˢ%ˣ

‰
 
ˢ%ˣ

‰ ˢ%ˣ

エンタープライズ
ソリューション事業

595 66.3 590 58.9 ̚5 ̚0.8 1,179 64.1 1,190 61.1 11 1.0

IoT
インテグレーション
事業

302 33.7 412 41.1 109 36.2 661 35.9 756 38.9 95 14.4

合計 897 100.0 1,002 100.0 104 11.6 1,840 100.0 1,947 100.0 107 5.8

ЊТЕϳϴϯ πχ᾽ẁχẵ ếᴟИ˔ЇψԏΦ Φ τếΨʺᶆỘ ΰΪχ ᾏ
ἷЄІГЭᵫ ẉό ἷЄІГЭᵫ ӛὯτΣΜοψʺṌ ἷ᾽ẁΤϣχ Ԍ
Ϟᵫ ӛὯχ ᴥΥὋ ΰ ρσϤϘΰθʻBIⱧỘτΣΦϘΰοψʺế σὊְḚ Ф
жАЕТ϶˔ЭCCH TagetikχО˔ЕЗ˔ᵫ Υӗ τṟ τχϤʺ τ ӱΰοΣϤϘ
β

エンタープライズ
ソリューション事業

IoTインテグレーション
事業

ϱрЍІЕзϯиIoT ẉόӺ IoT τΣΜοψʺṌ ᾽ẁẉό ṛ᾽ẁẶτ Υ ᴥʻDXⱧỘ
πΚϥ ϷзЅЗиФжАЕТ϶˔ЭЂ˔РІזּ ●Ϭ ϙ›ϩδṁḅЄІГЭρ ὀΰθ ▀Ḛ Њ
зв˔ЄдрΥʺ χ ήϞ χ‰ήπԏΦ›Μ Υẍ ʺӺ ṐḩΰΪꜛ ™ ʾᾦό
ΰЄІГЭ χ ʾᵫ τνΦϘΰοϜὸ σ ʻꜛ כּ ∏ЈϺвзГϰЄІГЭχкϱбз
Гϰ Ϟ ∏ Њзв˔ЄдрΥԏΦ Φӗ ΰθ ϬϙδοΣϤϘβ
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キャッシュフロー

ˢ ˣד
2024 3Ὦṍ

2◌ ṍ
2025 3Ὦṍ

2◌ ṍ
ṍ
ᾚ

営業活動によるCF 129 137 6.3

投資活動によるCF ̚73 ̚33 ̚53.6

財務活動によるCF ̚85 ̚25 ̚70.2

現金及び現金同等物の期首残高 2,488 2,254 -

現金及び現金同等物の期末残高 2,459 2,333 ̚5.1

ÅְỘτϢϥCFʿ ԏ ḧ τϢϥ׃ 180 ˢד ṍ175 ʺˣד №ᾂχᾚ 103 ˢד ṍ157 ʺˣד

ζχ №χᾚ τϢϥζχ ◦ ̚116 ˢד ṍ15 ˣσςπד 6.3%χ ᴥ

Å Ɫᶨ τϢϥCFʿ Ἱʾ Ἱᾧ Ɫ▀︡ τϢϥ◦ ̚33 )ד ṍ̚26 ˣσςπד 53.6%χᾚ

Å∞ ᶨ τϢϥCFʿ Ỳχ◦ ΜτϢϥ◦ ̚25 ˢד ṍ ᶛˣʺ ṍּס Ỳχ ↄᵺ σΰˢ ṍ̚60 ˣσד

ςπ 70.2%χᾚ
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貸借対照表（B/S ）

Ἱᾧ Ɫ▀χ ᴥψʺ︠τ ӱזּ τρϜσΞӱ χḩ ˢ ῬⱧ ˣτΤΤμθ 93 πβד

Ɫζχ χⱢ▀χ ᴥψ Ɫ ᴣ ὴΥ22 ʺד ṍ χ ᴥ33 τϢϥϜχπβʻד №χᾚ ψʺ ᶝỲ

Υ20 ʺד ԏ ỲΥ10 ʺד ỲΥ35 ᾚד ΰθάρτϢϥϜχπβ

ỘԌΰΪ ᾢ ᶴ꜠ ˢRSˣρΰοꜛᾪᶴ꜠Ϭ ΰθάρτϢϤꜛᾪᶴ꜠Υ40 ᾚד ʺꜛᾪᶴ꜠ ρΰο׃₯
Ɫ ỲΥ21 ד ᴥΰϘΰθ

資産の部 2024 3Ὦṍ
2025 3Ὦṍ

2◌ ṍ
ᾚ

Ɫ▀ 3,187 3,177 ̚10

ᾧ Ɫ▀ 1,108 1,255 147

Ἱᾧ Ɫ▀ 37 131 94

Ἱᾧ Ɫ▀ 101 102 1

Ɫζχ χⱢ▀ 970 1,022 52

資産合計 4,295 4,433 137

負債・純資産の部 2024 3Ὦṍ
2025 3Ὦṍ

2◌ ṍ
ᾚ

№ 767 707 ̚60

ᾧ № 602 621 19

№›ὓ 1,369 1,328 ̚41

ᶴ︠Ɫ 2,858 3,019 161

Ɫ Ỳ 1,239 1,239 ˵

Ɫ Ỳ 973 994 21

׃ Ỳ 717 816 99

ꜛᾪᶴ꜠ ̚71 ̚31 40

ᴣʾḊ▄₯ᶛ 67 85 18

Ɫ▀›ὓ 2,926 3,104 178

負債純資産合計 4,295 4,433 137

ˢ ˣד
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業績予想

ˢ ˣד
2025 3Ὦṍ

2◌ ṍˢם ˣ
2025 3Ὦṍˢ ˣ ˢ̋ˣ

売上高 1,941 3,863 50.2

営業利益 114 150 76.0

経常利益 180 200 90.0

当期(第2四半期）純利益 125 317 39.4

ÅϵрЌ˔ФжϱЇЊзв˔ЄдрⱧỘτΣΜοψϕϖ ϤχӛὯ ӱϬ ΰννʺὋ ΰο ᴂ

χ ῢ᾽ẁӛὯἪτΣΪϥᾖᴣ ὼ Ϝ ϘΠο τνΜοϜ׃ ϤρΰοΜϘβ

ÅIoTϱрГϽй˔ЄдрⱧỘτΣΜοψ ỘΰΪDXⱧỘΥᴞṍτΰΪ τ ΰοΣϤʺЮДϰϸиⱧ

ỘτΣΜοϜ ṍψ ῢ᾽ẁӛὯΥ Ψ ͐◌ ṍτΰΪӗ ΰοΦοΣϤʺ τνΜοψжϱЈрІ׃

Υ ṍϞϞ ΰθάρϜΚϤ ϤρΰοΜϘβ
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中期経営計画の策定

日本の製造業DXを次のステージに進める「データハンドラー/アセンブラー」の実現へ向けた

第一フェーズとして、2024年4月〜2027年3月の３か年を対象とする中期経営計画を策定しました

未知への挑戦を社会に還元する

〜“人”で稼ぐから“アセット”で稼ぐ企業への構造転換〜

コンセプト

当社の
強み

重点戦略

選択と集中による収益力強化

- ‰ ᴥᴣ ӽϒχ Ԍ -

ノウハウのアセットへの昇華

- πᴶΩΤϣФкЍϼЕπᴶΩϒχ  Ḋ -

将来成長に向けた戦略的投資

- ⱧỘ τΰΪθṪ -

人材育成力

ᶘ Ϭ◕ ᴣ Κϥ
ϵрЅИϯτӾοϥ

技術力

Ộ χSW/HWϬὌΩЀϯṪ

経験

ERP/CPM/IoT ρ
ῲΜ◕ ӽπ μθSIὊᾓ

高付加価値SIによる人材育成&ノウハウ蓄積

IoTセグメント

製造業DXに特化した顧客価値の追求による
プロダクト早出&売り上げ成長

エンタープライズセグメント

01 02

03

中期経営計画の全体図

基本方針

成長の両輪
戦略的相乗効果
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選択と集中による収益力強化

〜高付加価値領域への人員配置〜

重点戦略

τ ῢӛὯπχ σ Ԍᶎ τϢϥ ∙χ

ᾧ ᴟʾ ṍᴟΥᾤ χϺазϯОІτ Πϥֲ

ốϞʺІϺиЫАЎχНжБϺτϢϥ ׃ ʾ

ӛὯΤϣχ ẀϬ ◙ΰʺ売上の成長を

一部抑制してでも人材ローテーションと付加価値

創出の「溜め」を作っていく必要があります

01
ノウハウのアセットへの昇華

〜人数で稼ぐから、
プロダクトで稼ぐへの構造転換〜

זּ зЊ˔ІϬ τФкЍϼЕᵫ τ ΰʺ

ЫиЎϼжϳЖπχД˔ЌМрЖзрϽϵрЅр

ρΰοʺ「広く営業展開が可能になる」属人性の

ノウハウ化を3年間で行います

将来成長に向けた戦略的投資

〜事業創出に向けた技術獲得〜

Κμθ Ὣ ⅜▄ⱧỘгИАЕϬ ΰ

πχЈϽЮрЕ ›Υḁ ʻ

ᵫϬ“μοΜΨТϴ˔Їχ πʺᵠϛο

ὫπχϽи˔Фᶈ Ϭ Ϥʺ

両セグメントにおいて必要な「人材」と「技術」

双方を、M&Aの手法を用いて獲得します

経営目標

営業利益

2024年3月期実績 2027年3月期実績

営業利益率

3,984百万円

266百万円

6.7%

4,210百万円

295百万円

7.0%

売上高

エンタープライズソリューション領域 IoT/DX領域

中期経営計画の策定

02 03

13Ø2024 жАЖᶴ꜠ᵓּז
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0

5

10

2022 3Ὦṍ 2023 3Ὦṍ 2024 3Ὦṍ 2025 3Ὦṍ( )

配当金の推移

ṍ Ỳḧ Ỳ

5 5

5 10

10 10

5

配当性向 138.1% 18.7% 15.9% 16.4%

ֶϣΨ͑ד ϬӲⱱΰοϘΜϤϘΰθΥʺ ṍψᵃẠ10 πχΩ‰׃ρσμθάρϬ Ϊ10

ד ρ ΰϘΰθʻ ṍὊְὓᵊτΣΜοϜ ΰψᾝ Ӳⱱήδο Ψ ϬἿΫννʺ

ᶴ︠ ḥᾕϬ ◙ ρΰο ΰϬΰ ΰοΜΪϥϢΞ ϛϥ πβ

5

5

ˢדˣ
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ディープフェイクを検出できるWeb サービス 「SeekFake β」を提供開始

東京大学よりディープフェイク判定技術の特許及びソ

フトウェアのライセンス提供を受けてシステムを開発。

まずは企業向けβ版の提供を開始しました

従来、検出が難しかったフェイク画像に対しても高い

汎用性と頑健性で検出を行うことが可能

類似技術に比べトップクラスの検出精度を達成

（ 2022年6月時点）

昨今のディープフェイク動画の氾濫により、情報の信

頼性喪失、デマや誤解の拡大、個人の名誉毀損、政治

的影響など、社会に及ぼす深刻な悪影響が懸念されて

います

当該サービスを提供してディープフェイクを見抜くこ

とで、より良い社会への貢献を目指します

ポイント

分析したい動画や画像をアップロード01

02

03

04

アップロードされた画像や動画に含まれる人物の顔を検出

特徴の一致度や不自然さを評価して、ディープフェイクの
可能性をスコアとして表示

人工知能のモデルを使って、顔の特徴を抽出

サービスのプロセス



Ɫ ψʺ ằχϙϬ ρΰο⌠ ήϦθϜχπΚϤʺ χזּ ᴣ ὴχ χ᷉ Ϭ  βϥϜχπψΚϤϘδϭʻ Ɫ τḯϘϦϥ

τḩβϥṜ ψʺ χזּ ẉόᴠ ότ ⧵Υᾝזּ ᴦ σ τṁξΨϜχπβʻ τḩβϥṜ τψʺ χⱧỘὓזּ

ᵊʺ◕ ṛ ʺẵ› ệʺỘᵦτḩβϥ ʺ ẉό∞ ◙ ότ ΥḯϘϦϘβʻ τḩβϥṜ ψʺΚΨϘπϜ ᵺ

Ṝ ΥήϦθⱲ τΣΪϥϜχπΚϤʺ  ήϦϥᴦ ΥΚϤϘβʻ τḩβϥṜ τϢμο ꜘ ψꜘ€ήϦϥ χỘ Ϟם

ψʺṌ ψ χзІϼʺ ᶎם ζχ χ ԍτϢϤʺם∑χỘ Ϟם ψ ᵺṜ τϢμο ꜘ ψꜘ€ήϦϥϜχΤϣ ΦΨ β

ϥᴦ ΥΚϤϘβʻ ∞ʺψזּ χ χ ᴦ τνΜο ꜘ τϜ ꜘ τϜᴡϣ βϥϜχπψΚϤϘδϭʻ

Ϙθʺ ʺψזּ Ɫ χ ӟχⱧ ẉό ệχ ΥΚμθ ›τϜʺ Ɫ χṜ Ϭ  ψᵠ βϥ ψΚϤϘδϭʻ

Ɫ τψʺ ΰθ῝ ᵓὓ● ψḗ₰ τϢϥḗ₰Ϭ ΪοΜσΜʺᵃẠχ∞ ψὓ▄ τṁξΨ∞ ẉό∞ ψὓ

▄ τṁξΤσΜḚ ΥḯϘϦοΜϘβʻ

Ɫ τψʺ χẵזּ ḕẽʺỘᵦχЕйрЖϞԁ σὊↄ ΰτḩβϥ ὓ ẉό ₰Ὣᴮʺᵰ τ βϥ χזּ ΥḯϘϦο

ΜϘβʻ ψʺάϦϣχזּ τ βϥ χ ᶎ ẉό› τνΜο ꜛχᾁ Ϭ“μοΣϣγʺΜΤσϥ ᵺ τνΜοϜζχ ᶎ

ẉό› Ϭ βϥϜχπψΚϤϘδϭʻϘθʺ τἰϥⱧỘזּ ψ∞ τḩβϥ◙ ψʺ▄ Ϟṁ Ⱳ χӸΜζχ χ τϢϤʺ

τἰϥזּ χ◙ ρ ᶓ Υ Μᴦ ΥΚϤϘβʻ

本資料の取り扱いについて

日本ラッド株式会社 経営企画室

TEL 03-5574-7800

IRに関するお問い合わせ
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